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第 1号議案

事  業  報  告

会  議 理事会  原則毎月 17日 開催 (6月 、8月 は休会 )

新型コロナ ウイルス感染拡大防止のための人数制限は解除。

4月 19日 、5´月 19日 、7月 19日 、9月 16日 、10月 17日 、

11月 17日 、 12月 14日 、1月 17日 、2月 17日 、3月 17日 開催

総務委員会  原則理事会前に開催

上記理事会開催 日 (11月 17日 は理事会のみの開催 )

正副会長・支部・班長会  開催な し

第 76固定期総会  6月 7日 開催

加入状況   組合員数および各種保険加入者数は、本議案末尾の一覧表に表示

以 下、令和 4年 4月 1目 より令和 5年 3月 31日 までの組合事業の経過を報告 します。

4月     4月 19日  (火 )

5月

6月

7月

4月 4日 (月 )

5月 19日 (木 )

5月 12日 (本 )

5月 15日 (日 )

5月 24日 (火 )

6月 7日 (火 )

、6月 5日 (日 )

6月 12日 (日 )

7月 19日 (火 )

定例理事会 出席 17名 委任 32名

中野太子講祭 (中 止)

第 54回東左連こて塚祭祀 江戸川香取神社 参加 4名

定例理事会 出席 17名  委任 31名

労働保険第 1期分納入通知書郵送

第 62回東左連定期総会 (文書審議 )

東左連技能研修会 (墨出し) 協組会議室 受講 12名

第 85回 日左連定時総会 北陸ブロック富山大会中止

日左連会議室で開催 参加 3名

第 76回定期総会 職連会議室 出席 17名  委任 498名

東左連技能研修会 (実技) 有川工業開研修所 受講 10名

第 63回 日左連関東ブロック会定期総会千葉大会 (文書審議 )

定例理事会 出席 15名  委任 30名

労働保険第 1期分領収書郵送

共済保険年度更新案内 (保険料据え置き)

労災上乗保険年度更新案内 (保険料据え置き)

傷害保険年度更新案内 (傷害保険料@500円 、

個人賠償責任保険料@160円 に改定)

東左連技能研修会 (実技) 有川工業い研修所 受講 2名
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8月

9月

10月

11月

7月 11日 (月 ) 労働保険年度更新申告、第 1期分保険料を政府に納付

7月 23日 (土) 第 33(通算 44)回平成会定期総会 職連会議室 親会 3名

8月 6日 (上) 東左連技能研修会 (学科) 協組会議室 受講 10名

8月 5日 (金)～ 7日 (日 ) ものづくり。匠の技の祭典 2022

東京国際フォーラム スタッフ協力 4名

8月 20日 (土) 技能検定実技試験 (左官作業)

東京都立城東職業能力開発センター 1級 8名 、2級 6名 受検

9月 16日 (金) 定例理事会 出席 14名  委任 34名

令和 4年度弔慰金金額 1,000円 /年に決定

労働保険料第 2期分納入通知書郵送

9月 13日 (火) 令和 5年度東京都予算等に対する要望ヒア リング

東京都議会棟 参加 4名

9月 22日 (木) ものづくリマイスター派遣事業

日本工学院専門学校 (蒲 田) 参加 1名

10月 17日 (月 ) 定例理事会 出席 18名  委任 29名

日左連共済保険料 1口 1,060円 (10円 引き上げ)

日左連カレンダー購入協力 180部 十平成会 30部

世田谷太子講祭 (中止) 「あだち区民まつ り」 (中 止)

10月 12 LI(水 ) ものづくリマイスター派遣事業

中央工学校 参加 1名

10月 16日 (日 ) 「練馬まつ り」 (練馬支部) 開進第二中学校

11月 17日 (木) 定例理事会 出席 15名  委任 32名

労働保険料第 2期分領収書郵送

第 1回 しっくいフォ トコンテス ト参加協力 3名

日左連誌新年号名刺掲載協力 7名

11月 2日 (水 ) 第 2期分労働保険料を政府に納付

11月 3日 (木・祝)都 立城東職業能力開発センター 「技能祭」 (平成会)

111月 5日 (土)・ 6日 (日 ) 第 60回技能五輪全国大会

幕張メッセ スタッフ協力 1名

11月 18日 (金) (一社)全国建設業専門団体連合会全国大会 参加 2名

11月 26日 (土) 第 3回現代 しっくい施工講習会 (東左連主催 )

職連会議室・駐車場 受講 14名

12月 14日 (水) 定例理事会 出席 13名  委任 28名

技能検定合格証書と技能士章を配布

第 3期分労働保険納入通知書郵送

12月 2日 (金) 主職団体年末 。年始災害防止大会 (中 止)
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12月 16日 (金 )

12月 21日 (水 )

1月    1月 17日 (火 )

1月 13日 (金 )

1月 29日 (日 )

2月     2月 17日  (金 )

・17日 (土 )登録左官基幹技能者認定講習 (関東ブロック会)

東京協組会議室 受講者 1名

特定 1号国内評価試験 (日 左連主催、20日 (火 )現地準備 )

都立城東職業能力開発センター スタッフ 2名

定例理事会 出席 17名 委任 29名

日左連団体生命保険配当金配布 (12ヶ 月 1,068円 、月割 )

合同新年会 (中止)

日左連賀詞交歓会 参加 6名

第 2回左官伝統工法を見る講習会 (上壁編) スタッフ 3名

都立城東職業能力開発センター 受講 49名 十平成会 6名

定例理事会 出席 17名 委任 31名

令和 5年度前期実施技能検定試験 (左官作業)案内

令和 5年度技能研修会案内 (東左連主催 )

労働保険料第 3期分領収書郵送

。9日 (木) 労働保険料第 3期分を政府に納付

団成人病予防健診

旗の台健診センター    受診 59名

三鷹市公会堂      受診 46名

テクノプラザかつしか   受診 116名

テクノプラザかつしか   受診 83名

石神井庁舎        受診 96名

旗の台健診センター    受診 50名

総受診者数 450名 (う ち当組合 264名 )

定例理事会 出席 24名 委任 24名

令和 5年度健康保険証配布

労働保険年度更新申請用紙配布 (各支部へ郵送)

以 上

2月 8日 (水 )

令和 4年度 集

2月 12日 (日 )

2月 18日 (土 )

2月 19日 (日 )

2月 23日 (栃め

2月 26日 (日 )

3月 5日 (日 )

3月     3月 17日  は金)
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【令和 4年度 各種名簿】

・令和 4年度各種受章 (賞 )者

藍綬褒章   姉帯 秋雄 氏 (葛飾支部)

技能検定関係功労者会長表彰 (東京都職業能力開発協会)

平野晃市氏 (日 暮里支部)

第 1回 しっくいフォ トコンテス ト2022((一 社)日 本左官業組合連合会)銀賞

旧原田左官工業所 (対馬博物館 野丁場 (増 築・改修工事)部門)

。当組合執行役員、各種委員会委員

「執行役員」

会   長  遠藤  昇 氏

副 会 長  鈴木  光 氏、本村 長四郎 氏、江森 洋四 氏、諸岡 永長 氏、

大道 勝次 氏、阿嶋 一浩 氏、吉澤 成和 氏、松村  茂 氏、

須藤 栄治 氏、岩崎 1言 二 氏、平野 晃市 氏、田所 良清 氏、

加文字 秀次 氏、西村 真一 氏、高野橋 弘 氏、原田 宗亮 氏

監   事  小松 一彦 氏、大谷 敏光 氏

常任相談役  武藤  進 氏、石り|1隆 司 氏

相 談 役  鷲巣 順治 氏、原田 宗彦 氏、畠山 秋雄 氏、政井 靖夫 氏、

鈴木 康雄 氏、芦沢 隆司 氏

「総務委員会」

委 員 長

委   員

「市場開拓委員会」

委 員 長  大道

委 l  員  政井

松村

「技能開発委員会」

委 員 長  諸岡

委   員  平野

山口

「安全管理委員会」

委 員 長  岩崎

委   員  田所

阿嶋 一浩 氏

遠藤  昇 氏、大道 勝次 氏、諸岡 永長 氏、岩崎 信二 氏、

平野 晃市 氏 (支部長会会長)、 小林 孝至 氏 (平成会会長 )

勝次

靖夫

茂

永長

晃市

明

信二

良清

氏

氏、

氏

氏

氏、

氏、

氏

氏、

加文字 秀次 氏、吉澤 成和 氏、大原 敏彦 氏、

音村  誠 氏、佐藤 伸治 氏、細井 智亨 氏、

諸岡 久長 氏

須藤 栄治 氏、高野橋 弘 氏、町田 義計 氏
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「広報委員会」

委 員 長

委   員

「支部長会」

会   長

副 会 長

「平成会」

指導 部 長

会   長

小林 孝至 氏 (平成会会長 )

山口 明 氏、西村 真一 氏

平野 晃市 氏

吉澤 成和 氏

平野 晃市 氏

小林 孝至 氏

(一社)日 本左官業組合連合会

「役 員」

「総務委員会」

担当会長・委員長  石川 隆司 氏

委  員   阿嶋 一浩 氏

「左官業振興議員連盟委員会」

担当会長  石川 隆司 氏

「左官基幹技能者認定委員会 (試験問題作成委員会兼務)」

委 員 長  鈴木  光 氏

副委員長・青年部  原田 宗亮 氏

「広報委員会」

担当副会長  阿嶋 ―浩 氏

委 l 員   西村 真一 氏、山口 明 氏

「外国人技能実習生等活用検討委員会」

委  員  西村 真一 氏

「技能五輪全国大会実行委員会 (国 際大会兼務)」

競技委員  音村  誠 氏

「技術資材研究開発委員会 (技能照査問題作成委員会合併)」

委 員 長   鈴木  光 氏

長

長

事

事

役

会

　

　

談

会

副

理

監

相

石川 隆司 氏

阿嶋 一浩 氏

石川 隆司 氏、鈴木  光 氏、遠藤  昇 氏、阿嶋 一浩 氏

原田 宗亮 氏

武藤  進 氏
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「財務・業務改善検討委員会」

担当会長   石川 隆司 氏

副委員長・青年部  原田 宗亮 氏

日左連関東ブロック会

「役 員」

副 会 長   遠藤  昇 氏

会計担当理事 阿嶋 一浩 氏

理  事   石川 隆司 氏、遠藤  昇 氏、諸岡 永長 氏、大道 勝次 氏、

本村 長四郎 氏、原田 宗亮 氏

相 談 役   武藤 進 氏

・東京都左官組合連合会

「役 員」

会  長   阿嶋 一浩 氏

副 会 長   遠藤  昇 氏、原田 宗亮 氏

会計理事   諸岡 永長 氏

理  事   石川 隆司 氏、遠藤  昇 氏、阿嶋 一浩 氏、原田 宗亮 氏、

諸岡 永長 氏、木村 長四郎 氏、大道 勝次 氏、平野 晃市 氏、

音村  誠 氏、吉澤 成和 氏、松村 茂 氏、須藤 栄治 氏、

岩崎 信二 氏、田所 良清 氏、加文字 秀次 氏、小松 ――彦氏、

高野橋 弘 氏

監  事   西村 員――氏

顧  問   石川 隆司 氏

相 談 役   武藤  進 氏

「運営委員会」

委 員 長  阿嶋 一浩 氏

委 l  員  遠藤  昇 氏、原田 宗亮 氏、諸岡 永長 氏、大道 勝次 氏、

山口 明 氏

「市場開拓委員会」

委 員 長  大道 勝次 氏

委   員  加文字 秀次 氏、吉澤 成和 氏、大原 敏彦 氏、松村  茂 氏

「技能開発委員会」

副 委員長  告村  誠 氏

委   員  平野 晃市 氏、佐藤

`申

治 氏、細井 智亨 氏、山「1  明 氏、

諸岡 久長 氏
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「安全管理委員会」

委   員  岩崎 信二 氏、日所 良清 氏、須藤 栄治 氏、高野橋 弘 氏

「組織委員会」

担当副会長  遠藤  昇 氏

委   員  相内  悟 氏、石河 亮一 氏

「広報委員会」

委 員 長  山日 明 氏

委   員  西村 真一 氏

「令和会」 (東左連青年部が女性支部を加えて令和元年に改称 )

担当副会長  原田 宗亮 氏

副 会 長  小林 孝至 氏、安達 真奈美 氏

。その他

「技能検定委員・補佐員」

検定委員  岩崎 信二 氏、細井 智亨 氏

補 佐 員  小宮 陽介 氏

「 (一 社)東京都技能士会連合会 個人会員 (1・ 2級左官技能士)」

石川 隆司 氏、諸岡 永長 氏、岩崎 信二 氏、平野 晃市 氏、細井 智亨 氏、

西村 員一 氏、阿嶋 一浩 氏、音村 誠 氏、佐藤 伸治 氏、小林 孝至 氏

「左官技能インス トラクター (1級左官技能士、職業訓練指導員、実務経験 10年 )

告村 誠 氏、佐藤 伸治 氏、山口 明 氏、諸岡 久長 氏、安達 正人 氏、

上野 鉄二 氏

「ものづくリマイスター (1級左官技能士、実務経験 15年)(登録順掲載)」

山口 明 氏、大道 勝次 氏、諸岡 永長 氏、遠藤 昇 氏、西村 員一 氏、

佐藤 伸治 氏、江森 洋四 氏、平野 晃市 氏、水澤 弘輝 氏、音村 誠 氏、

政井 靖夫 氏、松村 茂 氏、堀越 孝志 氏、横山 栄一 氏、藤田 裕 氏、

大原 敏彦 氏、吉澤 成和 氏、岩崎 信二 氏、小松 一彦 氏、石川 隆司 氏、

相内 悟 氏、須藤 栄治 氏、芦沢 隆司 氏、門 誠二 氏、小林 孝至 氏、

光又 昭夫 氏、小川 博 氏、細井 智亨 氏、加文字 秀次 氏、五十嵐 誠 氏、

石川 雅一 氏、 田村 裕二 氏、榎谷 忠志 氏

以 上
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第 3号議案

事 業 計 画 案

本件については、 下記の通 り提案いたします。

1. 日左連が推進する「しっくい普及推進プロジェク ト」に協力する事業

2.市 場開拓、塗り壁の普及、PR推進の事業

3.社 会保険及び労働保険加入を推進する事業 (社会保険未加入対策)

4.職 業能力開発促進法に基づく技能士資格取得指導及び登録左官基幹技能者確保育成

に関する事業

5.リ フォーム市場確保及び多能工育成確保に関する事業

6.左 官工事における「施工単価」積算資料を活用する事業

7.イ ンターネットを活用した情報交換の事業

8.技 能検定試験受託事業に協力する事業

9.建 設労働災害防止を推進 し、労務及び交通安全管理指導に関する事業

10.目 左連福祉共済制度、全国国民年金基金加入促進の事業

11.高齢化社会に対処するため、技能工と若年技能工の人職及び定着を図る事業及び雇

用改善促進に関する事業

12.平成会の指導、後継者育成の強化指導に関する事業

13.広報誌活用に関する事業

14.福利厚生制度整備に関する事業

15。 中小企業金融政策等研究に関する事業

16.各種資格教育制度推進に関する事業

17.組合加入促進に関する事業

18.そ の他、上部団体事業運営に関し全面的に協力する事業
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第 5号議案

文

2019年 12月 に中国武漢で発生したと言われる新型コロナウイルス (COVID‐ 19)が

発生 してから3年 5ヶ 月が経過 しましたが、わが国では 2023年 5月 8日 に感染症法上

の位置づけが季節性インフルエンザなどと同じ5類に移行することが決定し、発表後は

外国人観光客の訪 日はじめ様々な行事の通常実施が急速に復活 してきてお ります。

現在までの世界の感染者数は 7億 6千万人、死者数は 686万人と公式発表されてお

りますが、世界保健機関 (WHO)は約 3倍近い 1500万人以上が死亡していると発表、

今後も増えることを考慮すると、100年前アメリカで発生したスペイン風邪、1918年

から 1920年にかけて大流行 して全世界人口の 27%にあたる 5憶人が感染、1億人以上

の死者を出したという未曽有のバンデ ミックに匹敵する世界的大流行 として歴史上に

記録されることになると思われます。

新型コロナウイルスもスペイン風邪の時と同様に明確な理由も不明なまま終息に向

かっていくことが予想されますが、今後人類は長い時間をかけて、人とモノの動き、社

会活動そのものを直撃された結果、失われてしまった人と人のつながりや世界的に大幅

に縮小 してしまった平均寿命などを取 り戻していく努力が、自国の利益を優先して他国

を脅かすことなどせずに、世界各国の協力のもと必要とされますЭ

この影響を受け、わが国の建設業界においても、2017年 より国土交通省が推進 して

きた建設業界変革に関する政策 「担い手確保・育成」、「働き方改革」、「生産性向上」等

にも更なる変革が求められていくことになります。

私たち組合員は、建設業界が果たす社会的役割、「防災減災対策」や 「社会インフラの

整備、老朽化対策」など国土の守 り手としての大事な役割、景気のカンフル剤 としての

役割を改めて自覚 し、失われた 3年 5ヶ 月の間に疲弊 して しまった社会的経済的状況を

回復していくこと、平成 31年版公共建築工事標準仕様書へのしっくい塗 りの再掲載、

既調合漆喰のJIS規格認証をきっかけに徐々に広まりつつある現代 しっくいと2022年

5月 に防火認定を受けた土壁が新たな脚光を浴びる中、今こそ塗 り壁周知の絶好の機会

であることを認識 し、このチャンスを逃さぬよう日左連および東左連が推進する関係事

業に全面的に協力 していかなくてはならないことを、一人一人が自身のこととして強く

意識 し、その達成に向けて鋭意努力していくことを、第 77回東京都左官職組合連合会

定期総会において宣言いたします。

匡コ
一旦

令和 5年 6月 16日
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勇 退 役 員  名 簿

該当者な し

支 部 功 労 者 名 簿

該 当者なし

勤 続 技 能 工 名 簿

西新井支部 奥村 達也 殿 (左 官・勤続年数 10年)mあ じま左官工芸 事業主 阿嶋 一浩

修 業 見 習 工 名 簿

西新井支部 松田 美月 殿 (左官 。勤続年数 4年)憫 あじま左官工芸 事業主 阿嶋 一浩

西新井支部 酒寄 悠里香 殿 (左官・勤続年数 4年)田あじま左官工芸 事業主 阿嶋 一浩
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支部名 組 合 員 共済保険 労災上乗 1 傷害保険 A・ 8 傷害保険 (賠償 ) 休業保険

当期 前期 当期 前期 当期 前期 当期 前期 当期 前期 当期 前期

練 馬 93 86 7 8 0 0 11 11 4 4 0 0

西新井 71 63 14 11 0 0 23 22 7 7 0 0

中 野 87 90 17 17 0 0 13 13 4 4 0 0

武蔵野 23 22 26 27 0 0 8 8 1 1 0 0

世田谷 59 56 0 0 0 0 3 3 2 2 0 0

葛 飾 23 18 4 4 3 0 6 6 3 3 0 0

杉 並 13 13 2 2 0 0 8 8 2 2 0 0

日暮里 90 84 52 59 3 3 75 68 68 61 0 0

目 黒 19 19 1 1 3 3 17 17 5 5 0 0

足 立 1 20 0 15 0 0 1 18 1 10 0 0

」ヒ 6 10 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0

玉  川 10 1 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0

渋  谷 10 11 2 3 0 0 10 10 1 1 0 0

本 郷 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

小石川 3 3 2 2 0 0 6 6 1 1 0 0

城 東 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

四ツ谷 5 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

東久留米 1 4 0 0 0 0

佐々木 4 6 5 5 0 0 0 0 0 0 0 0

板 橋 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ウドネ 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ミナトエ業 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本 部 0 0 0 0 0 0 5 5 3 3 0 0

=エロ l 528 529 142 160 9 6 186 195 102 104 0 0

組合員および各種保険加入状況 (令和 5年 4月 1日 時点、太字枠は前年度より増えた箇所)
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